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（２）施工補足 

１）防雪フードの使用について 

●ＧＨＰ本体の上部には下図に示すように、冷却水封入口があります。防雪フードを使用する場合には、
冷却水の補充やエアー抜きができるように現地手配時に配慮してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※室外ユニットの騒音や排ガスによる臭いが、近隣に影響を及ぼさないよう、フードの設置方向や排気延
長キットとの組み合わせなど設置時に、配慮してください。 

 

２）架台上に室外ユニットを設置する場合 

●安全にメンテナンス作業を行うため、高い基礎上に室外ユニットを設置しメンテナンス時に脚立等の使
用が必要な場合には、図のようなメンテナンス空間を設け、脚立等に乗らずに作業できるようなスペー
スを設けてください。また、落下の危険がある場合には手すり等の安全策を講じてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

背面側 

架台 

室外ユニット 
作業スペース 
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３）分岐配管サイズ選定（リニューアル機） 

■既設配管を使用する場合（必ず、配管肉厚を確認してください） 

    

接続容量 液管 吸込管 吐出管 

(ｋＷ) φ6.35※ φ9.52 φ12.7 φ15.88 φ19.05 φ12.7 φ15.88 φ19.05 φ22.22 φ25.4 φ28.58 φ31.75 φ38.1 φ12.7 φ15.88 φ19.05 φ22.22 φ25.4 

主配管(室外ユニットの合計容量) 

56.0     ○      ◎ ○ ○     ○ 

分岐後の主配管(接続される室内ユニットの合計容量） 

8.9 以下  ○ ○ ○ ○  ○ ○ ○ ●    ○     

8.9～16.0  ○ ○ ○ ○   ○ ○ ● ●    ○    

16.1～22.4   ○ ○ ○     ○ ●     ○   

22.5～28.0   ○ ○ ○     ○ ○ ●    ○   

28.1～35.5    ○ ○      ○ ○     ○  

35.6～45.0     ○      ◎ ○ ●     ○ 

45.1～56.0     ○      ◎ ○ ○     ○ 

56.1～112.0     ○      ◎ ○ ○     ○ 

分岐管から電磁弁キット 

2.2 ○※ ○     ○       ○     

2.8 ○※ ○     ○       ○     

3.6 ○※ ○     ○       ○     

4.5 ○※ ○     ○       ○     

5.6 ○※ ○     ○       ○     

7.1 ○※ ○     ○       ○     

8.0 ○※ ○     ○       ○     

9.0  ○     ○ ○      ○ ○    

11.2  ○     ○ ○      ○ ○    

14.0  ○     ○ ○      ○ ○    

16.0  ○     ○ ○      ○ ○    

電磁弁キットから室内ユニット 

2.2 ○※ ○    ○             
2.8 ○※ ○    ○             
3.6 ○※ ○    ○             
4.5 ○※ ○    ○ ○            
5.6 ○※ ○    ○ ○            
7.1 ○※ ○     ○            
8.0 ○※ ○     ○            
9.0  ○     ○ ○           

11.2  ○     ○ ○           
14.0  ○     ○ ○           
16.0  ○     ○ ○           

・◎印の配管口径は、最大配管長が９０ｍ相当長以下、かつ接続される室内ユニット合計容量が、室外ユニットに対して
１３０％を超えない場合は、使用可能です。 

・◎分岐後の主配管サイズは、主配管サイズを超えないように選定してください。 
・●印の配管口径を使用する場合は、冷凍機油を長さに対して１００cc／m追加してください。但し配管長が１０ｍ以下の
場合は、一律１ℓ 追加してください。オイル サービス部品コード：６２３－１６８－８８０２（ＨＰ-９×４ℓ） 

・分岐後の主配管サイズは、主配管サイズを超えないように選定してください。  
※：既設配管で下記条件を満たす場合はφ６.３５（液管）の配管を使用できます。 

①冷房、暖房時に分流不良による能力不足のクレームがないこと。 
②暖房時に冷媒音のクレームがないこと。 
③室内ユニットと室外ユニットを結ぶ配管上にあるφ６.３５の合計長が１５ｍ以内。 
④室内ユニット間高低差４ｍ以内。 
⑤φ６.３５配管に接続される室内ユニット合計容量は８.０ｋＷ以内。 
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４）冷媒配管相当長 

    配管系統に使用する継手部品の直管相当長さは、下表を参照して配管システムの設計を行います。 

 

    ●継手部品の直管相当長さ    単 位 [ｍ ] 

吸込管または 
 太管(ガス管) 

φ9.52 φ12.7 φ15.88 φ19.05 φ22.22 φ25.4 φ28.58 φ31.75 φ38.1 

 90°エルボ 0.15 0.3 0.35 0.42 0.48 0.52 0.57 0.7 0.79 

 45°エルボ 0.1 0.23 0.26 0.32 0.36 0.39 0.43 0.53 0.59 

 ティーズ 0.2 0.5 0.5 0.6 ― 0.8 0.9 0.9 ― 

 ソケット 0.05 0.1 0.11 0.12 ― 0.14 0.16 0.18 ― 

 U字管曲げ 
 (R60～100mm) 

0.7 0.9 1.05 1.26 1.44 1.56 1.71 2.1 2.37 

 トラップ ベンド 1.8 2.3 2.8 3.2 3.8 4.3 4.7 5.0 5.8 

 分岐管 0.5 

 ヘッダー配管 1 

 サービス用 
ボールバルブ 

相当長換算不要 

 

    ●曲げパイプの直管相当長 

 

Ｒ 

ｄ 

相     当     長 

45°曲げ 90°曲げ 180°曲げ 

0.5 25.0×d 40.0×d  53.5×d 

1.0 12.0×d 18.5×d  25.8×d 

1.5  7.8×d  12.2×d  16.4×d 

2.0  6.4×d  10.0×d  13.4×d 

2.5  5.9×d   9.2×d  12.3×d 

3.0  5.7×d   9.0×d  12.0×d 

3.5  5.9×d   9.2×d  12.2×d 

4.0  6.4×d  10.0×d  13.4×d 

4.5  7.1×d  11.0×d  14.8×d 

 

 

 

 

計算例 

 
 
 d:外径     R:曲げ半径 ＝ ＝1.57 
 

 

 (例)    

 19mmのパイプを半径30mm で90°曲げた場合 

(d=19・R=30) 

 

  表より  

  相当長=12.2×19=231mm 

  0.23ｍになる 

R 

ｄ 

30 

19 
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５）後増設  
 
＜標準機・リニューアル専用機＞ 

 
①室内ユニットの増設可能条件 

1)室外ユニットに対する室内ユニットの最多接続は２４台です 
2)室内ユニット接続可能範囲は室外ユニット容量の５０～２００％の範囲で接続可能です。 
 

②設置後、増設する可能性のある場合は、室内ユニット側の分岐管に別売のボールバルブを設置するよう計
画してください。（図１） 
1)オイルがたまり込まないように必ず逆勾配にしてください。 
2)主管より最短距離（４０ｃｍ以内）にしてください。 
3)ボールバルブの管径が主管の管径より小さい場合は、レデューサーなどで取り付ける所のみサイズダ
ウンしてください。 

4)容易に操作できる場所を選定し、後日に設置場所を確認できるように考慮してください。 
5)ボールバルブを室内側（室内ユニット増設用を含む）および主配管の途中に取り付ける場合は、室内
ユニット側に向くようにしてください。 

 
③増設を想定した配管サイズを選定してください。［（１）３）分岐配管サイズ選定の項参照］ 
 
 
 

 
図１ 
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６）分岐管・ボールバルブの選定 

①分岐管の選定 
システム主管と室内ユニット配管の分岐は、下記分岐配管セット及びヘッダー配管セットを適用ください。 

分岐後容量 

（ｋＷ) 

分岐管品番 

分岐配管セット ヘッダー配管セット 

APR-RZP224B APR-RZP680B APR-RZP1350B SGP-HCHZ560M 

45.1～142.0 ― ▲ ● ● 

35.6～45.0 ― ▲ ● ● 

28.1～35.5 ― ● ● ● 

16.1～28.0 ― ● ● ○ 

9.0～16.0 ● ○ ○ ○ 

9.0未満 ● ○ ○ ○ 
▲：最大配管長が９０ｍ（相当長）を超える場合または、室内接続容量が１３０％を超える場合には使用

できません。 
○：配管径が合わない場合には、現地で手配してください。 

②ボールバルブの選定 

品番 
バルブ接続管サイズ（㎜）※１ 

適用室外ユニット バルブより先の合計室内ユニット容量 
吸込管 吐出管 液管 

SGP-BV450K φ28.58 ― φ19.05 25・20・16馬力 35.6ｋＷ～71.0ｋＷ以下 

SGP-BV355K φ28.58 ― φ15.88 ― 28.1ｋＷ～35.5ｋＷ以下 

BV-RXP335A φ25.4 ― φ12.7 ― 22.5ｋＷ～28.0ｋＷ以下 

BV-RXP224A φ19.5 ― φ9.52 ― 16.1ｋＷ～22.4ｋＷ以下 

BV-RXP160A φ15.88 ― φ9.52 ― 5.7ｋＷ～16.0ｋＷ以下 

SGP-BV56K φ12.7※2 ― φ9.52 ― ～5.6ｋＷ以下 

SGP-BVZ280K ― φ19.05 ― ― ― 

注）１．このボールバルブは接続銅管内径とほぼ同じ口径のため、圧力損失の補正は必要ありません。 
２．気密性能は、４．１５ＭＰａ以上あります。 

※１）主配管サイズを超えないように選定してください。 
※２）５．６ｋＷ以下の場合でも、分岐後の室内ユニットが２台以上の場合は、ガス管径をφ１５．８８

としてください。 
 

＜室内ユニットの増設が想定される場合＞ 

1)位置：分岐主管に取り付けてください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2)設置基準 
＊分岐主管がオイルが溜まり込まないよう必ず勾配をとってください。 
＊分岐より最短距離（40cm以内）としてください。ボールバルブの管径が、分岐主管の管径より小さ
い場合は、レデューサー等により、取り付けるところのみサイズダウンしてください。 

＊容易に操作できる場所を選定し、後日に設置場所を確認できるよう考慮してください。 

注意事項 
※室内側（室内増設用含む）および分岐主管途中に取り付ける場合は、サービスポートの位置が室内
ユニット側（上図点線側）に向くようにしてください。 

※分岐－電磁弁キット間に設置し、後日室内ユニット増設の際にあわせて電磁弁キットも設置してく
ださい。 

Ｅ－20



施 工 １．室外ユニット据付工事 
 

 
③電磁弁キット（別売部品） 

品 名 品 番 接続室内ユニット 

集合電磁弁キット ＳＧＰ－ＲＺＰ５６３Ｂ ２２～５６形の３分岐 

 
 ※配線方法等施工に関する詳細は『別売部品編』２．冷媒関連部品の各品名の項を参照してください。 
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８）ヘッダー配管の施工要領 
 

●ヘッダー配管は、下図に示す向きにて使用してください。特に垂直使用の場合には、注意してください。 
 

  〈水平使用〉                         〈垂直使用〉 

 

   ①水平横向き使用            ②水平上向き使用 

    ・15°～30°傾けて使用してください。 

    ・室内ユニット側分岐配管は、下図の 

     ように必ず 1度立ち上げてから横引 

     き配管してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●室内ユニット側の冷媒配管サイズに合わせヘッダー配管の分岐部分を切断し、使用してください。 

 

●室内３台で使用する場合、３台分は室内ユニット側の冷媒配管サイズに合った所で切断し、結合して 

ください。使用しない所はそのまま状態で使用してください。 

 

●室内５～８台使用する場合は下図のようにヘッダー配管を２個結合して使用してください。                                               

   〈ヘッダー配管の結合〉             

                        

 

 

 

 

 

 

 

 

                      

   

 

●配管の切断位置は下図を参照してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●詳細については、据付工事説明書を参照してください。 
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９）冷媒配管接続作業 

＜標準機・リニューアル専用機＞ 

・冷媒配管材料 
材質：JIS H 3300「銅管および銅合金継目無管」りん脱酸銅(C1220) 
配管径サイズ：配管サイズは表１によるものをご使用ください。 
 
＜３ＷＡＹマルチ＞ 
表 1                                         単位 ｍｍ 

配管呼外径 φ9.52 φ12.7 φ15.88 φ19.05 φ22.22 φ25.4 φ28.58 φ31.75 φ38.1 

肉厚 T0.8 T0.8 T1.0 T1.2 T1.0 T1.0 T1.0 T1.0 T1.1 T1.35 

タイプ Ｏ材 1/2Ｈ材またはＨ材 

 
＜リニューアル専用機＞ 
表 2-1．既設配管を使用する場合（必ず、配管肉厚を確認してください） 単位 ｍｍ 

配管呼外径 φ9.52 φ12.7 φ15.88 φ19.05 φ22.22 φ25.4 φ28.58 φ31.75 φ38.1 

肉  厚 T0.8 T0.8 T1.0 T1.0以上 T1.15 T1.0 T1.0 T1.1 T1.15 

タイプ Ｏ材 1/2Ｈ材またはＨ材 

リニューアルの場合もフレアナットは 2種（R410A用室内ユニット、別売品に付属）を使用してください。 
液管でφ19.05フレアナットを使用する場合はフレア部を肉厚 T1.2の配管にしてください。 

 
表 2-2．増設等、新規の配管を施設する場合 単位 ｍｍ 

配管呼外径 φ9.52 φ12.7 φ15.88 φ19.05 φ22.22 φ25.4 φ28.58 φ31.75 

肉  厚 T0.8 T0.8 T1.0 T1.2 T1.0 T1.0 T1.0 T1.0 T1.1 

タイプ Ｏ材 1/2Ｈ材またはＨ材 
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Ｅ－26



施 工 ２．電気工事要領（室外ユニット） 
 

 
  

Ｅ－27



施 工 ２．電気工事要領（室外ユニット） 
 

 
  

Ｅ－28



施 工 ２．電気工事要領（室外ユニット） 
 

 
  

Ｅ－29



施 工 ２．電気工事要領（室外ユニット） 
 

 
  

Ｅ－30



施 工 ２．電気工事要領（室外ユニット） 
 

 

 

Ｅ－31


	施工編
	１．室外ユニット据付工事
	（１）据付工事
	（２）施工補足

	２．電気工事要領（室外ユニット）




